







社会的環境を照射する一方、その行動を通して当時の文化の状況を具体化していくという双方向の方法によって日本中世におけ ないしは宗教者と政治権力や社会と 関係、さらには日本中世文化における宗教 位置を問うことを目的とするものである。　
私は専任研究員（教授）に在任中の二〇〇九（平成二十一）年度から二〇一二（平成二十四）年度まで、当研究
































と清原氏研究の現在～」と翌年の十月十三日に秋田市で開かれた中世文学会秋季大会に講師として招かれたことを契機に中世前期の出羽にも関心を広げて、 「出羽国由利郡地頭由利維平をめぐって─源頼朝政権 出羽─」を『研究紀要』第三二号に、また「中世前期、出羽に進 した京・鎌倉の武士 ち」を『中世文学』第六四号に発表した。二〇一八年七月七日には 研究対象とする地域内の重要地点と目される下総千田庄に位置する千葉県香取郡多古町主催の歴史講座において、 「下総藤原氏と千葉氏─千田庄は中世下総国の文化の中心地だった─」と題する講演を行う機会を得た。　
二〇一九年度は、これまで進めてきた下野国南東部～常陸南西部に展開した宇都宮氏一族や下総国北東部で活動





































1）この間の研究成果としては、 「東国出身僧の在京活動と入宋・渡元─武士論の視点から─」 （ 『鎌倉遺文研究』第二五号、二〇一〇年） ・ 「鎌倉時代における下総千葉寺由縁の学僧たちの活動─了行・道源に関する訂正と補遺─」 （京都女子大学宗教・文化研究所『研究紀要』 （以下、 『研究紀要』とのみ記す）第二四号、二〇一一年） ・ 「 「復興」をになった老僧重源と醍醐・日野」 （ 『創造する市民 一〇三、二〇一四年）がある。
　　　
なお、共同研究開始以前の千葉氏一族出身僧に関する研究成果としては、 「了行の周辺」 （ 『東方学報』第七三冊、二〇〇
一年）がある。
（
2）二〇一三年度末には「十二世紀末における阿波国の武士団の存在形態─いわゆる「田口成良」の実像を中心に─」 、二〇一四年度末には「治承・寿永内乱にともなう鎌倉勢力の鎮西進出について」 、二〇一五年度末には「源頼朝の挙兵と諸国の目代」を、それぞれ『研究紀要』第 七・二八・二九号に発表した。
（
（）このテーマを設定する上で前提とした直近の千葉氏・宇都宮氏関係の研究成果として 「十二世紀における千葉氏」 （ 『千葉いまむかし』第二九号、 千葉市教育委員会、 二 一六年） ・ 「下野宇都宮氏の成立と、 その平家政権下における存在形態」 （ 『研













（）拙稿「上総千葉氏の盛衰」 （拙編『千葉氏の研究』名著出版、二〇〇〇年 初出は一九八一年） ・ 「上総千葉氏について」 （拙著『中世東国武士団の研究』 初出は一九八四年） 。以下、上総 氏に関する事実関係については、上記二つの拙稿を参照されたい。
（
（）千葉県教育委員会編『千葉県の文化財』 （千葉県文化財センター、一九八〇年） ・千葉市美術館平成十一年度秋期特別展図録『房総の神と仏』 （千葉市美術館、一九九九年） ・千葉市 術館編『仏像半島─房総の美しき仏たち─』などを参照。
（















男二人女子三人なり、弟女は十三に成けり、容顔麗くして平生の振舞ひ人に勝れ、世に類なく見えけり。信力深くして孝行浅からず、常に一人にて尾上の観音へ月参しけり、姉共申す様は、何条賤しき下臈の子と生れ、貴き上臈などのまねをして 神仏に参ずる事やある。そは短命の相なり。父の箕を作り給はん内は藤をも剝ぎ、母の稲をこき給はん折は稲をも運ぶべきに、さはせずしてあくかれ歩き 行末とても叶ふべからざる由檻りける。 是を聞て申すやう、姉共の申す処道理あるに似たり、さはあれども、彼は自らが心に叶はんと宮仕へ朝夕に違ふ事なく、神仏に参る事親兄弟今生の祈なるべし。いくら和らいで御前達生成たりと 此の世を養ひ、無からん跡を問はん事、弟女より外 有じと云ひけり。総じて何事を為しても見苦しき事なく、田 植ゑなん
8どするも比ひなく、国中の名々も讃めけり。　
其の頃、都におはす三条右大臣の御子大宮の中将公美男にして色を好み、和歌の名人、京中隠れなき人にお
はしけり。嵯峨の中将殿の女を北 方に迎取り給ふ 彼の女も質月花に譬へ、膚は雪霜に諍ふ。天下第一の美人とぞ申 る 然 間寵愛浅からず、比翼連理の語らひを成し給ふ。かくある処に御年十七歳にて、軽き身に重き病を受け給ひ、一日は瘧病になやみ給ひ、二日は風、此の病弥々増し、二十八日と申すに此の御方遂に儚くなり給ふ。中将は諸共に無き身とも成り、同じ路 こそ有 めと歎き 父母是を聞食し、女こそ有らめ、我等を捨てさせ給ふべきに非ずと慰め給ふにより とも角月日を送 給へ共、露ば りも忘れ給ふ事もなく、せめて都 出でゝ田舎に下り、多くの人をも見、若しや北の方の様なる人もや有らんと思召て、帝王に暇を申させ給へば、何様にも汝の心に任すべし 宣旨を蒙りて 将啼 上総国に下り、司東郡市原と云ふ所 符中を立て、色々の遊共を始め御覧あるに 北の方に似 へる人も無し かく有べきに非ずとて、五 の比な ば五月女をそろへて田を植ゑさせて見んとの御諚なり。国司の仰せに云ふ。当国 庄郡共に二十四 なり、されば一郡に三人づゝの五月女 参ら よ 仰せ 但し装束疎 したらん地頭 於ては 妻子眷属共に流罪せらるべしと仰せられし故に、我も我もと五月女を勝られけ 一人 装束は七千段とぞ定め る。　
爰に将門の将軍の御末に忠常の息刑部三郎成常に笠する人は無りけり。されば十二三日の間に五百八拾人の
五月女を集めさせ、選り勝り給ふ 箕作が女に勝る五月女はな 。これ 一番と定めて笠の装を尽されけり。夏山に鹿を作りて勢子を入れたる処を金銀にて作 たり 価壱万疋とぞ聞えたり。既に其の日に成りしかば、二重に青地の錦かつき、金銀 て菊形を並べ 打たりける。頃は治安元年辛酉五月十二日 らる。司東郡も栄えけり。されば地頭毎に五月女 結構に我も我もと け 。左衛門尉 五月女は遅れ 五月十三日酉
『笠森寺縁起』にみる平忠常と上総・千葉氏の記憶
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と書きて密に申しけるは、この笠は世 常の笠 あらず、金銀千両 及んで作りて候、自ら命ち 内に忘れ参らせまじく候、三宝の物を参らせて空しからずと見えた 。さればよそながら聴聞申すに 心地観経に云 、七の徳を説き給ふ、一には国王の位、二は転輪聖王、三は五天に至 四 大国 主と成る 七は諸の苦患を免れて現世安穏のみならず、後世に 必ず無 の果報を得んと云々。我等浅間敷き賤の女が子なり も、此の国の主に必ず成し給へ、御堂を作り本尊 安置し申し、末代まで仏の御利生弘め参らせんと宿願を して 夫より符中へ参りけり、供 人何とて笠をば持せ はぬと申ければ 返事も無く 桜井藤沢を通り、鴨坂岩出に山沓抜も打過ぎ、烏呑の中山過ぎて符中へ着けり。　
各々五月女参り集りたる中に、箕作が女は人に勝れし美人なりし故、督殿は御覧じて、あの南の三番目に参
りたるは誰が進めたる五月女ぞと御尋ねありしかば目代殿申されける 葛原 第三 苗裔上総権守に三男、佐是郡の主にておはします刑部三郎 常が此の十二三日間に五百八拾人の五月女 集め勝りて、独りの五月女
10
を参らせて候と申しければ、国司は大に喜び、此の五月女を参らせたる引出物として景と云ふ御馬、天河照山と云ふ御馬を給ひ、尚ほ其の上に火威鎧、弓矢、籙、皆具そろへ、其の所領としては伊保庄、□□庄、東南里を相伝し、七代までも屋敷所を遣はすと仰せければ 佐是三郎殿承って喜び斜ならず、重ね 国司の仰せけるは彼の五月女 いみじく出立せて目代殿の許まで上せよとの御諚なり、さ 佐是三郎殿は今日より父 憑めと命じければ、今日吉日なりとて箕作が女をいみじくこそ出立せらる、女房達十八人、はしたもの十人、殿居五人、中居の者八人、雑色十二人、力者八人、中間五人、長持七十竿 小尻に金巻きたる輿 丁、箕作が女を之に乗せて国司へ参らせ給ふ。国司是を御覧じ 仰せけるは 自が田舎へ下り侍んべるも 斯様の美人有りもやせんと思ひ なり。朝夕の歎きにも別れ申せし北の方 ゆかし 恋しと思ひしに 体も心 少しも違はず、写し替へても似給へる物かなと悦び給 こと限りな 。されば只佐是三郎殿を 今日より父と憑むとぞ仰せらる。かくて七月廿三日吉日 とて督殿急ぎ京へ上らせ給ふとありければ、彼の箕作を召 て刑部丞に成させ 嫡子を修理亮に成し、次男を式部丞、三郎婿を源左衛門丞、四郎婿には真野郡を屋敷所に給ひ 埴生郡をば次男に給ふ。 の兄弟悉く所知 はり、右兵衛左兵衛 成さる。国中上下の人々集りて申 けるは、昔伊弉冉尊より素盞嗚尊に至るまで斯るためし無し 僅の間に三十余騎の勢に 然るべき女房達 輿卅六丁 て上 ければ帝王は此の由聞召し、宣旨を下され、目出たき女房 田舎より たりと聞召す、急ぎ内裏へ参らせよとあければ、遂に北の方参内あり。中将は内大臣に成り給ふ。北の方参り給ふに都女房京上臈大小諸人集りて田舎女房を見たるに、誠にやさ 桜梅の風 靡き 槿花 露を含むに異らず、起居のふるまひ満月の曲なきが如く、自ら卅二相を備へ、日本無雙 美人、上古末代にも有るまじとぞ讃ける。輿よ 下りて歩むさま 昔せいやうけんの臣下うしかうと云ひける画師の描きたりし女房の絵に異ならざるな 斯様の者も田舎に在りける
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よと帝王仰せられて一月に十五日は南殿の宮仕へ申すべしと宣旨あり。また御感の余りに国に思ふ事やあると仰せらるれば、北の方申すやう、何事も思ひ置く事候はず、たゞ観音堂を作りて参らせばやと宿願申す 候と申しければ、 聞召して安き事なり、さらば左大将上総国に下り、北の方の陳ぶる観音堂を作らせよ、番匠は飛驒内匠が孫一条康頼、堀河友成、大工若番匠卅余人急ぎ下り、四ヶ年の土貢 留め 建立 よとの宣旨を下すべしと仰せられけ 急ぎ上総国へ下 造営の用意せられけ 。　
大工の費用としては安房上総常陸下総の四国を沙汰せられければ、北の方の威光の高きこと夥しく、四ヶ国






























は、正統性や権威付けをはかる めに、史実を織り込みながら天皇や貴族・高僧、著名な人物が引き合いに出されるのである。こうした条件 踏まえながら この『笠森寺縁起』を中世上総の歴史に関する僅かな手がかりの一つとして捉え 人々の記憶の跡をたどってみることもあながち無意味とはいえないと思う。　
この縁起を見ると、まず都の貴族として「三条右大臣」 、その子で上総国守として司東（市東）郡市原に下って
符中（府中）を立てた「大宮の中将」があり、彼はのちに上総から妻として迎え 美女（箕作の娘）を参内させたことで内大臣に任じられる。そ 舅（前妻の父）にあ のが「嵯峨の中将殿」である。説話 設定された時期は治安～長元の頃（後一条天皇の在位期）であるから、これら 名から人物を特定 ようすれば可能であるかも知れないが、 れらは中世の説話・物語 頻出する名前で る ら、おそらく の作業は を持 ないであろ　
一方、物語の舞台である上総国では、平将門の子孫で上総権守の「忠常」 、その三男で佐是郡を支配する「刑部


























































































































































































縁起の作成された中世後期には足利成氏のように「しげ」と訓ま たことを考慮すると、 『源平闘諍録』に広常の軍に従い、 『神代本千葉系図』に広常の甥として所見する長南太郎重常を造形のベースと見た方がよいかも知れない。長南は古代の長柄郡が解体して成立した中世的郡名で、笠森寺はその遺称地である長南町 所在するからである。 ずれ ても、 「刑部（佐是）三郎成 」が上総氏一族で郡規模の所領を有する十二世紀段階におけ在地武士を想定して造形された人物であること 確かといえ う。あるいは、成常は伊保（伊北）庄（史実では、広常の甥 り がら、源頼朝挙兵時に同一行動をとらなかった伊北庄司常仲の所領 まで与え ているから、そのモデルとすべき存在は広常 父の常澄（上総権介 あたりに比定した方がよ かも知 な 。　
次に主人公の美女が五月女として符中（府中）に向かった際にその供として付き従った人々を見よう。彼らは国



































































































































































































（）拙稿「鎌倉幕府の成立と下総臼井 一族」 （拙著『中世東国 士団の研究』 、初出は一九九二年） 。
（
8）拙稿「上総千葉氏の盛衰」 ・ 「上総千葉氏について」 。
（
9） 『民経記』寛元四年九月八日条、 『 黄記』 ・ 『百練抄』寛元四年十一月二十二日条 なお、 「五節の舞姫」については、
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其人界相者。以今日而知三世 我如何成業生歟。幼少離母。乍我父秀家公。短慮不仁過給。未来業報可重。何我領内。建立一宇精舎。為父母経営。又被為殺生者共。供養可成 明暮祈地蔵菩薩。有時心地不平。而生縁己尽。赴冥土黄泉。詣閻魔法王庁。閻王問曰。汝於娑婆界有願。速還可成彼願。秀胤答曰。我貧窮無福 而無願心。只為父母一寺建立之願耳也。閻王曰。依其孝順心徳。功徳火起。焼却前来罪業。父母者善処生也。諸天三宝。加護汝給。秀胤歓喜合掌曰 争得速還哉。閻王曰。生死自由。朕為其守護。開方便門与生活文。秀胤曰。縦得再生 家貧而願心難成。閻王曰。汝旧柄。西有黄金軸。当興建之節。朕放光。又幸筑紫肥前州探題長者。有独姫 与汝同時来 初死再活之縁。自過去結不浅 倶蘇成夫婦之契。則可成彼願。秀胤曰 娑婆之群類不正信。則以何 其証 閻王曰。朕可与宝印 汝等近前来。取両人之手。合一処。宝印秀胤与姫。辱握宝印。忽然如夢覚乃得蘇矣。爾来寛弘八年辛亥六月中旬 胤発我旧柄。赴筑紫 或踏嶮渡川。或風飡露宿。漸着遠江州駅亭。養倦 茲聞往来相話云。有自筑紫 到関東者乃淑姫也。今日着此地 容貌美麗 俶装可視 秀胤怪之 私使人窺其宿処彼長者姫更無疑。於茲秀胤伝冥土之因縁。姫曰 然則有其証文 秀胤忽出逢開掌示其証文 則点不差 直含歓喜笑 依此改其処。号見付里也。即発彼処。皈上総歴佐是国吉移此地 和二年次癸丑春二月 掘山即如閻王 教 得百千両之黄金 終成七堂伽藍功既成就矣 是皆地蔵菩薩御影也。益 給 有時秀胤召聚在処人 我己娑婆縁尽 本有 浄土也 我是地蔵薩埵之化身也。衆生利益之為其仮現秀胤。我恋鋪思者 可拝此地蔵大士 自宣声下紫雲共化給 頃者万寿四年七月二十四日午刻也。人々驚感心残多。難有又不思議也。扠愚人者 無是非尋常御方思不知 無礼之 程可恐 無勿体只此上者 敬地蔵菩薩。併茲儘疎也。御堂建立仕。念仏回向無。若事此儀。尤面々励志之勢力 而明長元元年戊辰 月二十四日。御堂悉成就矣奉菩 即胎蔵寺方丈百済国沙門戒乗和尚 為安座供養導師 貴賤群集成給 其時戒乗曰。新荘厳功成事 信実至心。奇特
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（）山本勉・荻野愛海・花澤明優美「東京都品川区専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧蔵）考」 （ 『清泉女子大学人文科学研究所紀要』第三九号、二〇一八年） 。
（
（）近代における軍国教育については、 拙稿 近代国民道徳としての「武士」認識─軍国国家形 の前提─」 （ 『現代社会研究』創刊号、二〇〇一年）で述べたことがある。
　　　
〈キーワード〉
　　　　　
笠森寺
　
平忠常の乱
　
上総氏
　
千葉氏
　
寺社縁起
